
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践・
学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

○学力向上対策評価シートに示した成
果指標を達成した教師90％以上

・実践した内容を共有し、それを基に単元計
画を立て、積極的に実践する。
・アンケート結果を基に課題を精査し、改善
を図る場を設定する。

B

・学力向上対策評価シートに示した成果指標を達成した教師90％以
上であった。学習のめあてを児童が考える、学習活動の中に児童が
選択・決定する場面を必ず設定するなどの手立てを校内研究等で共
通理解し、実践した結果、主体的に活動しようとする児童が増えてき
た。自主的に、意欲的に勉強をしていると答える児童は９５％であっ
た。

A
・先生方がしっかり取り組んでいる。今後とも児童
の実態を見極めつつ、指導してほしい。

各担任
研究主任
学力向上コーディネーター

○単元終末の活動を見据えた計画と児
童との共有
〇児童の思考を促す交流活動の工夫
〇タブレット利活用の促進

○アンケートで、自主的に、意欲的に勉
強をしていると答える児童８０％以上
○アンケートでタブレットの技能が向上し
たと答える児童８０％以上

・授業での課題解決学習、家庭学習など自
主的に意欲的に取り組むような手立てを探
る。
・タブレットの技能向上を図るため、タイピン
グ選手権を行い表彰する。

B

・帰宅後、宿題をしたり、読書をしたりする児童が７９％だった。忘れ
てくる児童は少ないが、自主的に学習に取り組むよう意識づけをして
いく必要がある。
・授業中に積極的にタブレット端末を活用するとした教師は８０％以
上であった。タブレット端末の操作技能が向上したと答える児童は９
０％以上で、調べ学習でも積極的に活用しようとする児童の姿が多く
見られた。タブレットを使って学習に取り組んでいると回答した低学年
の保護者の割合が増えた。

B

・スマホの保有がとても多いと感じた。保護者の意
識と責任は大きい。 各担任

研究主任
学力向上コーディネーター

●児童が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○人権や道徳に関するアンケートにお
いて肯定的な回答をした児童が８０％以
上。
〇言葉遣いに関するアンケートにより、
肯定的な回答をした児童が８０％以上。

・道徳の授業の「親切・思いやり」や「公正・
公平・社会正義」「生命の尊さ」などの内容
項目を通して互いを尊重しあえる児童の育
成を図る。
・なかよし集会を通して、言葉遣いや人との
関わりのスキル向上を図る。

A

・年間7回のなかよし集会を実施し、言葉遣いや友達と
のやり取り等のソーシャルスキルアップを図った。学校
生活に関するアンケートででは90％以上の児童が「学
校は楽しい」と回答していた。
・人権同和教育で実施計画を立てていた教材について
全ての学年で実施することができた。

A

・先生方が限られた時間に、学習、生活に力を注
いでくれるのがありがたい。
・いいものはいい、だめのものはだめという毅然と
した態度や指導が大切。保護者にも言えること。

道徳教育推進教師

●いじめの早期発見・早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止について組織的な対応が
できていると回答をした教員80％以上

・毎月児童に「月のこころ」のアンケートをと
る。
・学級や児童の生活情報交換の時間を毎月
職員会議の際に設ける。 A

・月に１回の月のこころアンケート、年に３回のいじめに
関するアンケートを実施して、未然防止、早期発見につ
とめた。児童の観察を含めて、職員が意識的に取り組
んだ。 A

・アンケートをとったり、聞き取りをしたりするなど
いじめに対して細かく指導されている。 生活部

人権同和教育担当

●◎児童が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・帰りの会や掲示物などでいいところを紹介したり、教師の積
極的な声かけにより、友達や教師から認められていると感じ
る場面を作るとともにその能力を伸ばす。
・学校行事や縦割り班活動の際に司会や交流の場を積極的
に設け、発表の機会を設定し、活躍の場をつくる。
・行事によって実行委員会を設け、各学年から代表を選ぶこ
とで、活躍の場をつくる。
・「キャリア教育」により、自分がなりたい、興味のある職業を
調べ、将来への展望をもたせる。

A

・「先生たちは熱心に取り組んでいるか」の問いに、児童
は９３％、保護者は９４％の好意的な回答があった。
・縦割り活動では、上級生がリーダーとなり、下級生は
振り返りや感想交流を積極的に行った。
・総合的な学習の時間で自分がなりたい・興味がある職
業について調べ、将来への意識が高まった。

A

・先生方が熱心に取り組んでいると保護者が感じ
ていることは、子供にも伝わる。保護者、地域、学
校が協力して子供を育てるように地域も見守って
いく。

各担任
特活部

●「望ましい生活習慣の形成」
○健康に良い食事を心がけてると回答
した児童85％以上

・給食時間を活用し、食育や生活習慣な
どの指導をすることで健康意識を高め
る。 A

・「決まった時間に寝たり、起きたりしているか」の
質問に、８９％の児童はできていると答えている
が、保護者は６７％にとどまっている。規則正しい
就寝、起床時間の確立を定着させる。

A

・学校を休むことに対する考え方がかわってきてい
る。以前は「学校は行くもの」という考え方であった
が、いろいろな考え方が出てきている。 保体部

○健康に対する意識の向上 ○休み時間や昼休みなどに進んで運動
をしているかについてのアンケートで、
肯定的な回答をしている児童80%以上

・学級レクの時間設定の推進と場の開
放を行う。昼休みなどの外遊びを推奨す
る。 A

・学級レクの時間設定の推進と場の開放を行うことを続
けてきた。「休み時間 や昼休み、学校以外でも進んで
運動 をしようとしていますか」のアンケートで９０％以上
の児童が肯定的な回答をしていることから進んで運動し
ていると思われる。

A

・地域で子供の姿を見なくなった。登下校に歩いて
いる姿もほとんど見ない。子供が地域のことを知ら
ない。 保体部

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・時間外勤務月平均12時間以内の実現に向
けて、実践を促す。
・業務を１人で抱え込むことがないように
サポート体制を作る。
　

A

・年次休暇の取得日数が１４日に達していない職
員が数名いる。長期休業中の年休取得を促しては
いるが、普段取得しにくい実態がある。
・時間外勤務時間は概ね守られている。 A

・しなければならないことが多く、先生方は大変だ
と感じる。

管理職

●特別支援教育の充実

○職員の専門性と意識の向上 ○特別支援教育に関して、職員が「理解
している」と回答する割合80%

・月１回の児童の生活情報交換において児童の様子につい
て情報共有の時間を設け、職員全体で指導にあたる。
・随時「支援会議」を開催し、児童の様子や保護者の願いを
共有する。
・特別支援教育に関する校内研修会を開催する。

A
・支援会議を継続して開き、配慮を必要とする児童についての支援
について話し合い、検討を繰り返したことで、より良い支援の方法に
ついて情報を共有することができた。
・複数の教員で情報を共有することで、児童に対して校内で統一した
支援をすることができた。

A
・個に応じた細かい指導がされている。一人一人
が伸びていくようにしてもらいたい。

特別支援教育担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○安全

○安全に関する資質・能力の育成 ○交通安全に気を付けていると答えた
児童の割合を１００％にする。

・年度初めに交通安全教室を実施しする。ま
た、自然災害等について考えさせる機会を
確保し、安全への意識づけをする。 A

・学校がある日も休みの日も、交通安全に気を付
けていると答えた児童が９１％いた。地域の特性
から、休みの日に、徒歩や自転車で出かけること
が少ない。

A
・子供の数が減り、登下校を一人で歩かないとい
けないとなると心配。送迎もやむを得ないのか。

生活部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の学年差、個人差が大きい。個に応じた指導の充実と学習意欲の喚起、主体的に取り組む児童の育成に取り組んでいく。
・規則正しい生活、ゲームやスマホ等の使い方、学用品や宿題忘れ等の基本的な習慣が身に付いていない児童や家庭は限られている。家庭への言葉掛けを引き続き行い、改善を図る。
・ほとんどの児童が、車での送迎で登下校をしており、安全を確保しながら歩いて登下校する時期を設定するよう、保護者と話し合い、実践していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・唐津市学力向上推進校であった昨年度に引き続き、学力向上を目指すとともに、家庭とも連携しながら新しい方法を模索し課題解決に向けて取り組んでいく必要がある。

・キャリア教育の理解・充実に向けて、教育課程内でできることを明らかにして児童のキャリアアップを支えていく。

・心の教育では、いじめの未然防止、早期発見・早期対応を柱として、学校が組織的・具体的に対応できるようにしていく。さらに、学校の特色を活かしながら、児童の自己肯定感が高まるような機会を多くつくっていく。挨拶のさらなる推進と言葉遣いの指導を行っていく。

・保護者、地域連携では、家庭学習の充実、「進んで挨拶する」「自分の考えを伝える」「言葉を大切にする」という基本的な生活習慣の確立に向けて、生活習慣点検週間を設けるなど、保護者にも周知を図りながら全校的な取組を今後も積極的に実施していく。また、学校に定着した「ひまわり」「メダカ池、ホタル川」の充実を図

り、情報を発信していきたい。

・健康・体力づくりについては、外で元気よく遊ぶことの奨励とともに社会体育での頑張りについても学校で積極的に紹介していくなど、継続して連携を図っていく。

２　学校教育目標 自ら学び、心豊かにたくましく生き抜く平原っ子の育成

３　本年度の重点目標

１　思いやりの心をもち、ふるさとを愛し、自らの夢を育む子どもの育成

２　小規模学級・学校の強みを活かした学力向上への取組（自力解決力と振り返る力の育成）

３　職員の協働意識と学校運営への参画意識を高める「チーム平原」の強化（共通理解と共通実践）

４　保護者・地域・外部の人材とのさらなる連携強化

学校名 唐津市立平原小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価


